
R3年度実績評価特記事項素案 資料３

大
項目

小
項目

各委員のコメント 素案（事務局作成）

2

オンライン授業や病院実習の不足等に
も臨機応変に対応して、きめ細やかな
指導により国家試験の合格率100％を
達成できた点、さらに、シュミレー
ションラボの導入といった新たな試み
に挑戦されていることを評価します。

新型コロナウイルス感染症の影響によ
るオンライン授業への切り替えや病院
実習の不足等にも臨機応変に対応し、
きめ細やかな指導により国家試験の合
格率100％を達成できた点、さらに、
シミュレーションラボの導入といった
新たな試みに挑戦していることを評価
する。

3

感染拡大状況を予測しながらのオンラ
イン/対面の使い分けや、学習効果に
も影響する学生間のコミュニケーショ
ン不足への対応、臨地実習の困難さも
ある中、着実に年度計画を実行し、ま
た、国家試験の合格率100％も達成し
ている点を評価します。

感染拡大状況を予測しながらのオンラ
イン/対面の使い分けや、学習効果に
も影響する学生間のコミュニケーショ
ン不足への対応、臨地実習の困難さも
ある中、着実に年度計画を実行し、ま
た、国家試験の合格率100％を達成し
ている点を評価する。

4

感染拡大により一部実習を学内実習に
切り替え、また、感染拡大防止と教育
のあり方について教員間で、また、実
習指導者との意見交換や実務経験豊富
な教員による対人援助現場で有用な知
識・技術の習得を進めている点評価し
ます。

感染拡大により一部実習を学内実習に
切り替え、また、感染拡大防止と教育
のあり方について教員間あるいは実習
指導者との意見交換や、実務経験豊富
な教員による対人援助現場で有用な知
識・技術の習得を進めている点を評価
する。

5

感染対策を進めながら新カリキュラム
への対応を進め、臨床実習指導者との
協議や新規実習施設の確保等、着実に
年度計画を実行しています。また、リ
ハビリテーション教育評価機構やWFOT
からの認定等、外部評価を活用されて
いる点、評価します。

感染対策を進めながら新カリキュラム
への対応を進め、臨床実習指導者との
協議や新規実習施設の確保等、着実に
年度計画を実行している。また、リハ
ビリテーション教育評価機構やWFOTか
らの認定等、外部評価を活用されてい
る点を評価する。

教育内容の点検を行うとともに、多様
な専門性を活かしながら科目担当者を
変更する等、継続的に見直しがなされ
ており、オンラインの特性を活かして
遠方から講義頂く等、積極的な取組み
を評価します。
一方、「学生が哲学的に”人”を考え
る機会が少なく思え、そこをどう補う
かが課題かもしれません。」とのこ
と、基本理念であるヒューマンサービ
スの理解等のため、今後の教授法の深
化に期待します。

様々な工夫が教育の質向上に寄与した
ものと思います。

6

教育内容の点検を行うとともに、多様
な専門性を活かしながら科目担当者を
変更する等、継続的に見直しがなされ
ている。またオンラインの特性を活か
して遠方から講義頂く等、積極的に取
り組んでいる。学部教育において、
様々な工夫により教育の質の向上につ
ながったことを評価する。
一方で、法人から学生が哲学的に"人"
を考える機会が少なく思え、そこをど
う補うかが課題かもしれないとの回答
があった。基本理念であるヒューマン
サービスの理解等のため、今後の教授
法の深化に期待する。
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各委員のコメント 素案（事務局作成）

ワーキング・グループの設置により対
処すべき課題の洗い出しを行う等、前
向きなPDCAの取組みを評価します。

検討の結果について早期実践を願いま
す。

9

コロナ禍においても着実にカリキュラ
ムの見直しや、研究活動部会の立ち上
げ等を前向きに進めている点、また、
感染管理認定看護師教育課程について
定員数を拡大する等、社会のニーズに
積極的に応えている点を評価します。

コロナ禍においても着実にカリキュラ
ムの見直しや研究活動部会の立ち上げ
等を進めている。また、感染管理認定
看護師教育課程について定員数を拡大
する等、社会のニーズに積極的に応え
ている点を評価する。

11

各種制度設計のほか、カリキュラム評
価も行い、特にヘルスイノベーション
研究科はスピード感をもった立ち上が
りができたと考えています。

各種制度設計のほか、カリキュラム評
価も行い、特にヘルスイノベーション
研究科はスピード感をもった立ち上が
りができている。

12
新たに３部会を設置し、組織横断的に
カリキュラム内容の検討を行う等の積
極的な取組みを評価します。

新たに３部会を設置し、組織横断的に
カリキュラム内容の検討を行う等の積
極的な取組みを評価する。

時代に即した成績評価の在り方が検討
されることを期待します。

成績優秀者について、適正に評価され
たものと思う。

常勤職員を充足できていないものの、
クロスアポイントメント制度等の活用
により、教育に穴をあけることなく進
めている点は評価します。一方、勤怠
管理システムを導入したことで、常勤
教員の設置を満たせていない状況に起
因する常勤教員への負荷の実態が明か
になる面もあろうかと思います。適切
な対応を期待します。
ヒューマンサービスを基本理念とし、
よりそったきめ細やかな教育は特色で
はあるものの、効率性/未病/ワークラ
イフバランス/健康経営といった観点
とのバランスについての議論も必要と
考えます。

教職員の採用については迅速かつ適切
であったとのことです。

7

ワーキング・グループの設置により対
処すべき課題の洗い出しを行う等、前
向きなPDCAの取組みを評価する。
検討の結果については、早期に実践し
ていくことを期待する。

⑯

常勤職員を充足できていないものの、
クロスアポイントメント制度等の活用
により、教育に穴をあけることなく進
めている点は評価する。
一方で、勤怠管理システムを導入した
ことで常勤教員の設置を満たせていな
い状況に起因する常勤教員への負荷の
実態が明かになる面もあろうかと思わ
れる。これに対し適切な対応を期待す
る。
ヒューマンサービスを基本理念とし、
寄り添ったきめ細やかな教育は特色で
はあるものの、効率性/未病/ワークラ
イフバランス/健康経営といった観点
とのバランスについての議論も必要と
考える。

13

要確認

要確認
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教育備品の更新等も着実に進捗し、
wifi環境の整備とともにzoomやmanaba
の導入によりオンライン環境が整備さ
れ、また、図書館の利用についても
ラーニング・コモンズの導入を検討す
る等、積極的な対応が検討されていま
す。

図書館利用者減少に対する公平なサー
ビス提供が模索され実践された。

18

大変熱心にお進め頂き、オンライン環
境を活用しながら、アクティブラーニ
ングの次の段階の教授法を模索して頂
きたく。また、子どもや老人と接触し
たことのない今の学生の世代に向けた
教授法、コロナ禍でコミュニケーショ
ンの機会が減ってしまった学生に向け
た教授法をぜひ模索して頂ければと思
います。

オンライン環境を活用しながら、アク
ティブラーニングの次の段階の教授法
を模索していただきたい。また、子ど
もや老人と接触したことのない今の学
生の世代に向けた教授法、コロナ禍で
コミュニケーションの機会が減ってし
まった学生に向けた教授法についても
模索してもらいたい。

19

学部受験倍率が急激に低下しており、
18歳人口の減少以外の要因として、県
内に他の公立大学が開設されたことや
コロナ禍による保健医療福祉職のイ
メージの変化等、経営環境は厳しく
なって来ているとこと。今後、本学で
学ぶことの意義/独自性を再度丁寧に
発信頂くことを期待します。

学部受験倍率が急激に低下しており、
18歳人口の減少以外の要因として、県
内に他の公立大学が開設されたことや
コロナ禍による保健医療福祉職のイ
メージの変化等、経営環境は厳しく
なって来ている。今後、本学で学ぶこ
との意義や独自性を再度丁寧に発信し
ていくことを期待する。

今年度も本学らしいきめ細やかな対応
をして頂いている点を評価します。

オンライン等で学生への学習支援が行
われており、適切な評価であると思い
ます。

23
オンラインの利点をよくご活用頂き成
果が上がっている点を評価します。

オンラインの利点をよく活用し、成果
が上がっている点を評価する。

具体的取り組みが遅いのではないで
しょうか。

着実にお進め頂いていると思います。
今後の質の向上に期待します。

学術論文等の実績について、著書数な
どの数値だけでなく、質の評価を実施
することが望ましい。

17

教育備品の更新等も着実に進捗し、
Wi-Fi環境の整備とともにzoomや
manabaの導入によりオンライン環境が
整備され、また、図書館の利用につい
てもラーニング・コモンズの導入を検
討する等、積極的な対応が検討されて
いる。図書館利用者の減少に対し、
ニーズを踏まえたサービス提供が模索
され、実践されているものである。

22
オンライン等で学生への学習・生活支
援が行われており評価できる。

㉔

要確認
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大
項目

小
項目

各委員のコメント 素案（事務局作成）

科研費申請件数はその大学の研究活性
度の純粋なバロメーターと考えます。

着実に進めて頂いている点を評価しま
す。

研究活動を推進する体制、整備につい
て引続き積極的に取り組みがされたも
のと思います。

26
大変熱心な姿勢で取り組んで頂いてる
点を評価します。

熱心な姿勢で取り組んでいる点を評価
する。

㉗
大変熱心な姿勢で取り組んで頂いてる
点を評価します。

熱心な姿勢で取り組んでいる点を評価
する。

28

オンライン授業を積極的に活用し、国
際交流や海外の高度な知見を取り入れ
る姿勢を評価します。ぜひ粘り強く、
学生のグローバルマインド醸成にお取
組み頂きたく思います。

オンライン授業を積極的に活用し、国
際交流や海外の高度な知見を取り入れ
る姿勢を評価する。粘り強く、学生の
グローバルマインド醸成に取り組んで
もらいたい。

30

クロスアポイントメント制度の活用等
により、常勤職員を充足できていない
状況にも、教育の質を落とさず対応で
きた点を評価します。また、クロスア
ポイントメント制度により、より専門
性の高い人材を招聘するご尽力も評価
します。

クロスアポイントメント制度の活用等
により、常勤職員を充足できていない
状況にも教育の質を落とさず対応でき
た点を評価する。また、クロスアポイ
ントメント制度により、より専門性の
高い人材を招聘する尽力についても評
価する。

複数年契約を採用する等、各種効率化
をお進め頂いています。

効率的な業務運営が出来たものと評価
します。

(

２

)

業
務
運
営
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31
複数年契約を採用する等、効率化を進
めた業務運営が実現している。

㉕

研究活動を推進する体制の整備に積極
的に取り組んでいる。
科研費申請件数は大学の研究活性度を
測るバロメーターとなる。科研費申請
件数の増加に期待する。
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R3年度実績評価特記事項素案 資料３

大
項目

小
項目

各委員のコメント 素案（事務局作成）

32

外部資金獲得に向けた各種制度の創設
や、令和2年度には科研費の採択率が
ランクインする等、積極的に取り組ん
でおられると考えます。今後、18歳人
口の減少に対応する戦略を立案するこ
とも重要と考えます。

外部資金獲得に向けた各種制度の創設
や、令和２年度には科研費の採択率が
ランクインする等、積極的に取り組ん
でいる。今後、18歳人口の減少に対応
する戦略を立案することも重要である
と考える。

複数年契約を採用する等、各種効率化
をお進め頂いています。

引続き経費削減、環境負荷低減が進め
られていると評価します。

35
地域開放等の有効活用方法について、
引き続きの検討を期待します。

地域開放等の有効活用方法について、
引き続きの検討を期待する。

年度計画において「適宜マニュアル等
の検証を行う。」とありますが、検証
の実施状況が分かりませんでした。時
の経過とともに実態と乖離していない
か継続的な見直しが必要と考えます。
また、個人情報保護に係る講習会は、
学生は100％が受講とのことですが読
み取れませんでした。一方、教員に対
する研修は受講勧奨のみとのこと、研
修実施のみならず個人情報保護の重要
性が浸透することが重要ですので、も
う少し丁寧な実施が必要ではないで
しょうか。

現状にあった訓練が実施されていま
す。

37
ユーザー目線を重視したウェブサイト
やSNSを通じた積極的な情報発信姿勢
を評価します。

ユーザー目線を重視したウェブサイト
やSNSを通じた積極的な情報発信姿勢
を評価する。

38

研修等が着実に実施されていますが、
形式的な研修実施にとどめることな
く、実際の浸透度合をを重視して、今
後の取組みをお進め頂ければと思いま
す。

研修等が着実に実施されているが、形
式的な研修実施にとどめることなく、
実際の浸透度合を重視して、今後の取
組みを進めてもらいたい。

(

４

)

そ
の
他
業
務
運
営

36

新型コロナウイルス感染症の影響を考
慮した訓練が実施されている点を評価
する。
年度計画において「適宜マニュアル等
の検証を行う」とあるが、検証の実施
状況が読み取れない。時の経過ととも
に実態と乖離していないか継続的な見
直しが必要である。
また、個人情報保護に係る講習会につ
いて、学生の受講が100％であったこ
とが読み取れない。一方で、教員に対
する研修は受講勧奨のみとのことだ
が、研修実施のみならず個人情報保護
の重要性が浸透することが重要である
ため、丁寧な実施が必要である。

(

３

)

財
務
内
容
の
改
善

33
複数年契約を採用する等の効率化、経
費削減及び環境負荷低減の継続的な推
進を評価する。
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大
項目

小
項目

各委員のコメント 素案（事務局作成）

39
自己点検や外部評価の結果を前向きに
真摯に活用するご姿勢を評価します。

自己点検や外部評価の結果を前向きか
つ真摯に活用する姿勢を評価する。

40

法人としてPDCAに取り組んでいること
が良く読み取れる記載内容となってお
り、県民の皆様をはじめとするステー
クホルダーに、積極的に課題の解決に
取組み、成長し、また、社会のニーズ
に向き合っている様が説明されるよう
になって来たと思います。

法人としてPDCAに取り組んでいること
が良く読み取れる記載内容となってお
り、県民の皆様をはじめとするステー
クホルダーに、積極的に課題の解決に
取組み、成長し、また、社会のニーズ
に向き合っている様が説明されるよう
になってきた。

そ
の
他

今後、保健福祉分野の人材不足への対
応としてAIや機械化が進むというご意
見もあるようですが、そのような未来
におけるヒューマンサービスの価値と
いうものを、より発信頂けると本学の
教育の価値が県民の皆様にもよく伝わ
るのではないでしょうか。

今後、保健福祉分野の人材不足への対
応としてAIや機械化が進むという意見
もあるが、そのような未来における
ヒューマンサービスの価値というもの
をより発信することで、法人の教育の
価値が県民の皆様にもよく伝わるであ
ろう。

(

５

)

点
検
・
評
価
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